昨日 は 佐久間 艇長の 遺書 を 評して 名文と 一が つた。 艇 

長の 遺書と 前後して 新聞紙 上に あら はれた 広 瀬 中佐の 

この はな は つきなみ 

詩が、 此 遺書に 比して 甚だ 月並な の は 前者の 記憶の 

まだ 鮮 かなる 吾人の 脳裏に 一 種 痛ましい 対照 を 印した。 

せつあく むし ちんた う 

露骨に 云へば 中佐の 詩 は 拙悪と 云 はんよ リ 寧ろ 陳套 

き は われ/ \ ぶんてん しゃう 

を 極めた ものである。 吾々 が 十六 七のと き 文 天祥の 

せいき かう がい 

正気の 歌な どに かぶれて、 ひそかに 慷慨 家 列伝に 編入 

できばえ 

して もら ひたい 希望で 作った ものと 同程度の 出来 栄で 

ある。 文字の 素養が なくと も 誠実な 感情 を 有して ゐる 

い か くわん しゃう この 

以上 は (又 如何に 高等な 翫 賞 家で も此 誠実な 感情 を 

離れて 翫 賞の 出来な いのは 無論で あるが) 誰でも 中佐 



ひが ある。 艇長 は 自分が 書かねば ならぬ 事 を 書き残し 

た。 又 自分で なければ 書け ない 事 を 書き残した。 中佐 

の 詩に 至って は 作らないでも 済む のに 作った もので あ 

る。 作らないでも 済む 時に 詩 を 作る 唯一 の 弁護 は、 詩 

ま ね 

を 職業と する からか、 又は 他人に 真似の 出来ない 詩 を 

そのほか とぜん 

作り 得る からかの 場合に 限る。 (其 外 徒然で あったり、 

気が 向いたり し て 作る 場合 は 無論 あ る だ ら うが ) 中佐 

は 詩 を 残す 必要の ない 軍人で ある。 しかも 其 詩 は 誰に 

でも 作れる 個性の ない ものである。 のみならず 彼の 様 

あへ 

な 詩 を 作る ものに 限って 決して 壮烈の 挙動 を敢 てし 得 

ない、 即ち 単なる 自己 広告の ために 作る 人が 多 さう に 



その いか 

思 はれる ので ある。 其 内容が 如何にも 偉 さう だ からで 

ある。 又 偉がって ゐ るからで ある。 幸 ひに して 中佐 は 

あの 詩に 歌った と 事実の 上に 於て 矛盾し ない 最期 を遂 

まで 

げた。 さう して 銅像 迄 建てられた。 吾々 は 中佐の 死 を 

勇ましく 思 ふ。 けれども 同時に あの 詩 を 俗悪で 陳腐で 

生きた 個人の 面影がない と 思 ふ。 あんな 詩に よって 中 

佐 を 代表す るの が 気の毒 だと 思 ふ。 

道義 的 情操に 関する 言辞 (詩歌 感想 を 含む) は 其 言 

た その うけが 

辞 を 実現し 得た ると き 始めて 他 をして 其 誠実 を 肯 は 

しむる のが 常で ある。 余に 至って は、 更に 懐疑の 方向 

その 

に 一 歩 を 進めて、 其 言辞 を 実現し 得た る 時に すら、 
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